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赤池弱り第2期 

宅地分譲受付中グ 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

町では現在、赤池ニュータウンの第2 期 

宅地分譲を受け付けています。 

水洗処理施設、集中プロパン方式を備えた 

本格的な住宅団地です。 

ぜひ一度ご覧ください。 

申し込み、間い合せは役場企画係へ 

合 2 004 （内線42番） 

翻翻棚淵綱撫難搬鵬糠翻 【
町
内
で
は
唯
一
の
 

本
格
的
水
洗
処
理
施
設
完
備
】
 

64坪380 万円から 

137坪796 万円まで 

63区画 

好評分譲中．ク 

8月は町県民税2期分・国民健康保険税3期分の納税月です。 
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第247 号 に
 

判
 

七
月
十
六
日
、
夜
半
か
 

作
ら
未
明
に
か
け
て
筑
豊
、
 

琳
筑
後
地
区
を
中
じ
に
降
り
 

吐
続
い
た
雨
は
、
飯
塚
測
候
 

弘
所
の
調
べ
で
は
、
百
八
十
 

車
行
九
m

（
難
器
肋
瓢
）
に
達
し
 

力
 

ま
し
た
o
 

ポ
 

こ
の
た
め
、
彦
山
川
の
 

琳
 

水
位
が
急
上
昇
し
、
本
町
 

型
 

貴
船
、
昭
和
町
、
大
和
町
 

大
 

し
 

】 
」
 

め
 

止
 

一丁 イ
 

通
 

を
 

道
 

県
 

部
床
上
）
の
被
害
を
受
け
 

ま
し
た
。
 

町
で
は
、
災
害
対
策
本
 

部
を
設
置
し
、
職
員
総
出
 

で
、
各
消
防
分
団
と
連
携
 

を
取
り
な
が
ら
浸
水
家
屋
 

の
一
部
が
床
下
浸
水
（
一
 

人
権
擁
護
の
功
労
者
 

と
し
て
表
彰
受
け
る
 

岡
 

田
 

六
月
二
十
八
日
、
甘
木
市
の
甘
木
文
 

化
会
館
で
第
三
十
三
回
福
岡
県
人
権
擁
 

護
委
員
連
合
会
総
会
が
行
わ
れ
、
席
上
 

当
町
人
権
擁
護
委
員
の
岡
田
宗
治
氏
が
 

に
 山

番
で
す
 
お
父
さ
ん
グ
 

考
え
」
る
と
き
で
す
 

「 
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ソ
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・
市
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学
級
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オ
、
各
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T
A
云
か
て
．
麗
一
教
准
一
 

磐
 

ニ 

が
」
原
科
T
議
篇
一
」
素
庭
奏
消
噂
留
 

中ホ 

山心 

氏

（

本

 
町
）
 

福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
よ
り
 

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

岡
田
氏
は
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
に
 

赤
池
町
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
 

臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
現
在
ま
で
三
期
に
わ
 

た
り
そ
の
要
職
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

今
回
、
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
表
彰
 

を
受
け
ま
し
た
。
 

」 

の
タ
タ
ミ
上
げ
や
崩
れ
た
土
砂
の
撤
去
 

作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
 

川
端
ポ
ン
プ
座
の
ポ
ン
プ
も
フ
ル
運
 

転
し
ま
し
た
が
、
昼
近
く
に
な
っ
て
も
 

依
然
と
し
て
水
位
は
下
ら
ず
、
建
設
省
 

の
排
水
ポ
ン
プ
車
の
出
動
を
要
請
し
、
 

赤
池
橋
バ
ス
停
横
の
県
道
を
通
行
止
め
 

に
し
て
、
排
水
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
排
水
車
は
、
水
中
ポ
ン
プ
四
台
 

を
備
え
毎
分
二
十
八
，
m

の
排
水
能
力
を
 

持
つ
も
の
で
、
午
後
三
時
か
ら
六
時
半
 

ま
で
排
水
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
 

タ
方
近
く
に
な
り
、
よ
う
や
く
水
位
 

保育園児の 

「交通安全教室」 

六
月
二
十
七
日
、
町
 

民
会
館
で
町
内
四
保
育
 

所
の
四
、
五
歳
児
を
対
 

象
に
、
 

「
交
通
安
全
教
 

室」 

が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

田
川
警
察
署
の
交
通
 

巡
視
員
の
み
な
さ
ん
の
 

指
導
、
交
通
安
全
協
会
 

赤
池
支
部
の
み
な
さ
ん
 

の
協
力
で
、
約
二
百
六
 

十
人
の
園
児
と
お
母
さ
 

ん
が
た
が
参
加
し
、
紙
 

芝
居
で
の
交
通
ル
ー
ル
 

の
勉
強
や
、
模
擬
信
号
 

も
下
り
ま
し
た
が
、
町
災
害
対
策
本
部
 

が
ま
と
め
た
今
回
の
被
害
は
、
床
上
浸
 

水
四
戸
、
床
下
浸
水
六
十
九
戸
、
ガ
ケ
 

崩
れ
三
カ
所
、
道
路
の
崩
壊
ー
力
所
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

機
に
よ
る
横
断
歩
道
の
 

【
横
断
歩
道
で
も
飛
び
だ
し
は
ダ
メ
で
 【床下まで浸水した本町通り】 

渡
り
方
を
勉
強
し
ま
し
た
。
 

す
よ
、
と
指
導
を
受
け
る
保
育
園
児
】
 

考
え
」
る
と
き
で
す
お
母
さ
ん
 

血
保
育
析
ザ
上
野
・
市
場
 

き
、
‘
各
移
T
A
・
が
家
庭
教
育
‘
 、

赤
池
中
 

学
級
」
に
取
 り
組
み
ま
し
た
 

心
身
と
も
に
健
全
で
、
人
間
性
豊
か
 

な
青
少
年
を
育
成
す
る
に
は
、
家
庭
、
 

学
校
、
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
教
育
 

機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
相
互
の
連
携
 

と
調
和
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
行
く
こ
 

と
が
大
切
で
す
。
 

近
年
、
社
会
環
境
が
大
き
く
変
動
し
 

て
い
る
中
で
、
人
び
と
の
意
識
や
価
値
 

観
も
多
様
化
し
、
親
が
家
庭
に
お
け
る
 

子
ど
も
の
教
育
に
自
信
を
失
っ
て
い
る
 

傾
向
が
多
く
見
ら
れ
、
非
行
を
生
み
出
 

す
ー
つ
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
で
親
の
姿
か
 

ら
学
び
、
親
か
ら
生
き
る
こ
と
を
教
え
 

ら
れ
て
成
長
す
る
の
で
、
親
自
身
の
自
 

覚
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。
 

今
ま
で
赤
池
町
で
は
、
四
保
育
所
に
 

家
庭
教
育
学
級
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
 

＼
、
 

J
ノ
 

、 

家
庭
教
育
学
級
総
合
）
 

研
修
会
へ
の
お
さ
そ
い
 

〇
い
つ
ノ
八
月
二
十
七
日
 

午
後
 

一
時
三
〇
分
か
ら
 

〇
ど
こ
で
／
町
民
会
館
 
研
修
室
 

〇
だ
れ
が
／
家
庭
教
育
学
級
参
加
 

者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
が
 

た
 

〇
講
師
 

ノ 

古
味
尭
道
氏
（
佐
賀
大
学
教
授
）
、
 

“「 

J

 

「
、
 

が
、
こ
れ
を
充
実
し
、
幼
児
か
ら
中
学
 

生
ま
で
の
父
母
を
対
象
に
町
内
の
四
保
 

育
所
、
二
小
学
校
、
 
一
中
学
校
に
家
庭
 

教
育
学
級
を
設
置
し
、
家
庭
教
育
の
振
 

興
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
誘
 

い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
父
母
の
 

会
役
員
、
各
学
校
P
T
A
役
員
、
教
育
 

委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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「
子
ど
も
た
ち
の
 

た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

天
 
郷
 
荘
 
の
 
大
 
前
 
さ
 
ん
 
が
 

両
 
小
 
学

校

 へ
 
十
 
万
 
円
 
寄
 
贈
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
に
入
荘
中
の
大
 

学
校
に
備
え
付
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
 

前
重
夫
さ
ん
（
七
十
九
歳
）
が
上
野
・
 

す。 

市
場
両
小
学
校
へ
そ
れ
ぞ
れ
五
万
円
を
 

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
前
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
 

月
に
天
郷
荘
へ
入
荘
さ
れ
ま
し
た
が
、
 

以
前
か
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
貯
え
た
小
使
 

い
十
万
円
を
、
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
 

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
七
月
十
六
 

日
、
天
郷
荘
を
訪
れ
た
両
小
学
校
校
長
 

に
直
接
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

上
野
小
学
校
は
、
こ
の
お
金
で
図
書
 

を
購
入
し
、
文
庫
と
し
て
残
す
こ
と
に
 

し
て
い
ま
す
。
 

市
場
小
学
校
は
、
辞
書
を
購
入
し
、
 

す。 

【両小学校長へお金を手渡す大前さん同】 

車に乗ったらまずベルト 
シートベルトは あなたを守るミ命の綱ミ 

7月21日～8月20日 

あ
な
た
は
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま
す
 

か？・ 昨
年
一
年
間
に
交
通
事
故
で
亡
く
 

な
っ
た
方
の
約
四
〇
％
近
く
は
、
 

ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
で
す
。
 

夏
は
交
通
事
故
が
増
加
 

"r 

夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
心
身
の
疲
労
 

に
加
え
て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な
ど
 

で
マ
イ
カ
ー
の
利
用
が
増
え
、
毎
年
 

交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
 

ま
す
。
 

時
速
ニ
十
キ
口
で
も
衝
撃
は
 

体
重
の
六
倍
以
上
 

~ ~ 

『8

月
の
 

、、、ノ 

、

 

… 

し
 

‘
・
二
 

r
ト
 

ノ
 

/

 

こ
よ
み
と
行
事
 

ー

、

、

 

~ 

和
名
 

葉
月
（
は
づ
き
）
 

木
の
葉
が
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
、
故
に
 

葉
落
月
を
略
し
て
葉
月
と
い
う
。
 

1
日
（
月
）
 

第
 19 

回
観
光
週
間
（
耗
）
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
 

運
動
（
諾
）
 

身
元
確
認
強
調
月
間
（
認
）
 

水
の
日
・
水
の
週
間
（
報
）
 

食
品
衛
生
週
間
（
報
）
 

道
路
を
ま
も
る
月
間
（
諸
）
 

5
日
（
金
）
養
命
大
学
（
窯
麓
）
 

6
日
（
土
）
 

広
島
原
爆
記
念
日
 

7
日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
転
紗
」
）
 

鼻
の
日
 

8
日
（
月
）
 

立
秋
 

9
日
（
火
）
 

長
崎
原
爆
記
念
日
 

15 

日
（
月
）
 

終
戦
記
念
日
、
全
国
戦
没
 

者
追
悼
式
 

乳
児
保
育
相
談
（
喫
鷺
智
世
 

17
 

日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
転
紗
」
）
 

19 

日
（
金
）
 

三
種
混
合
（
m
詳
ぷ
鵬
）
 

21
 

日
（
日
）
 

第
 22 

回
田
川
郡
民
体
育
大
 

会
（
纏
」
槻
」
緯
赫
難
齢
費
券
ド
 

テ
ニ
ス
I
9
時
 10 

分
・
赤
池
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

卓
 
球
I
8
時
 45 

分
・
方
城
町
民
体
育
館
 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
1
8
時
・
金
田
町
民
A
請

 

剣
 
道
I
8
時
半
・
赤
池
町
民
A
爵

 

23 

日
（
火
）
 

26
 

日
（
金
）
 

27 

日
（
土
）
 

30 

日
（
火
）
 

叱
科
齢
繰
疑
姫
姦
な
ど
）
 

処
暑
 

養
命
大
学
（
窯
鑓
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
じ
 

防
災
週
間
（
報
5
日） 

も
し
も
あ
な
た
が
「
衝
突
事
故
が
 

起
き
て
も
、
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
 

握
っ
て
、
腕
や
脚
で
体
を
強
く
支
え
 

て
い
れ
ば
生
命
は
守
れ
る
」
 

と
思
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
 

と
ん
で
も
な
い
思
い
違
い
と
言
わ
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

実
験
に
よ
り
ま
す
と
、
時
速
六
十
 

キ
ロ
で
走
っ
て
い
る
車
が
固
定
壁
に
 

衝
突
す
る
と
、
そ
の
衝
撃
は
、
な
ん
 

と
ビ
ル
の
五
階
（
約
十
四
メ
ー
ト
ル
）
 

か
ら
落
ち
た
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
に
等
 

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

腕
や
足
で
は
支
え
き
れ
な
い
 

し
か
し
、
人
間
の
体
が
普
通
の
状
 

態
で
支
え
ら
れ
る
力
は
、
腕
で
五
十
 

キ
ロ
、
脚
で
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
限
度
 

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
衝
突
事
故
に
 

遭
っ
た
場
合
、
自
分
の
腕
や
脚
だ
け
 

で
生
命
を
守
り
き
れ
る
も
の
で
は
な
 

い
こ
と
が
、
同
時
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
 

ト
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
こ
と
が
お
分
 

り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
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